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 われわれは本日、働く者の祭典 第７６回愛媛中央メーデー大会を開催した。
戦後６０年目の節目のメーデーにあたり、連合愛媛は「いかなる戦争にも反対」

との立場を明らかにするとともに、あらためて世界の恒久平和の実現を訴える。 
 ６０年前、未曾有の戦災の中、敗戦から起ち上がったわが国の労働運動は、

世界の労働運動と連帯しつつ、平和をかかげ、復興と国づくりに汗してきた。

連合結成以来、労働組合の社会的役割の一つとして、平和運動に積極果敢に取

り組んできた。労働組合の存続意義の前提条件として、平和であり、かつ人権

遵守が必要不可欠である。この取り組みは人道主義に貫かれ、地球市民として

のお互いの寛容と国際協調により実現されなければならない。 
 この平和・人権にとって「暮らしの安心と安全」が守られていることは重要

である。今日本社会は「二極化」と「社会不安・将来不安」に直面している。

さらに、働き方の違いによる格差拡大や不払い残業をはじめとする、ワークル

ールの破壊も見過ごすことが出来ない。市場万能主義のゆがみや小泉構造改革

のシワ寄せ、社会保障制度などの抜本改革先送りが、こうした社会不安の増大

に拍車をかけている。まさに、平和や人権への重大な脅威である。 
 労働者への一方的なシワ寄せは、もうガマンできない。労働者のみに負担を

押し付けるだけの政府はいらない！パート労働者の均等待遇の法制化や社会保

障制度の完全適用など、パート・派遣そしてフリーターなど、誰もが安心して

働ける公正な社会づくりが、今まさに求められている。 
 一方、「暮らしの安全」にとって、国内外の災害の備えも重要である。多発す

る地震や風水害などの大規模災害への救援、復興にとって全国７００万の連合

パワー発揮が、多くの国民から期待されている。 
 働く者の連帯、ＮＰＯ・ＮＧＯとの連携で「平和・人権・環境・労働・共生」

に取り組み、労働を中心とする福祉型社会と自由で平和な世界をつくろう！ 
 われわれは、すべての労働者が平和のために共に立ち上がることを訴える。 

第７６回メーデー万歳！ 
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